
半
檀
家
と
は
、
同
一
家
族
の
中
に
異
な
る
檀
那
寺
と
寺
檀
関
係
を
結
ぶ

家
族
員
が
存
在
す
る
慣
行
で
あ
る
。
例
え
ば
、
夫
婦
や
親
子
で
檀
那
寺
を

異
に
す
る
。
半
檀
家
に
つ
い
て
は
民
俗
学
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て

き
た
。先

行
研
究
と
し
て
は
聞
取
り
調
査
に
よ
る
現
在
の
慣
行
の
分
析
を
中
心

と
す
る
も
の
と
、
宗
門
改
帳
を
中
心
と
し
た
近
世
資
料
の
分
析
を
中
心
と

す
る
も
の
が
あ
る
。
聞
取
り
調
査
に
よ
る
分
析
と
し
て
は
、
最
上
孝
敬

（
一
九
五
三
、
一
九
六
七
）
、
森
岡
清
美
（
一
九
五
八
）
、
上
智
大
学
史
学

会
史
学
研
究
会
（
一
九
六
八
）
、
遠
藤
孝
子
（
一
九
七
六
）
、
野
口
武
徳

（
一
九
六
六
）
、
吉
原
睦
（
一
九
九
五
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で

は
男
女
別
の
半
檀
家
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
最
上
、
森
岡
、
遠
藤
は

家
が
複
数
寺
院
と
の
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
檀
那
寺
を
家
成
員
に
分
配

近
世
に
お
け
る
半
檀
家
の
展
開

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

｜
は
じ
め
に

ｌ
美
濃
国
方
県
郡
上
城
田
寺
村
の
事
例

し
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
上
智
大
学
史
学
会
史
学
研
究
会
は
寺

院
経
営
か
ら
発
生
し
た
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
現
在
の
慣

行
か
ら
発
生
を
語
る
と
い
う
実
証
性
の
面
か
ら
み
れ
ば
支
持
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。

一
方
、
宗
門
改
帳
を
中
心
と
し
た
分
析
と
し
て
は
、
杉
本
尚
雄
（
一
九

五
六
ａ
、
一
九
五
六
ｂ
）
、
桜
田
勝
徳
（
一
九
五
七
）
、
塩
野
雅
代
二
九

七
六
）
、
大
柴
弘
子
（
一
九
七
六
）
、
福
田
ア
ジ
オ
（
一
九
七
六
、
一
九
八

三
、
二
○
○
四
）
、
な
ど
が
あ
る
。
塩
野
・
大
柴
以
外
の
研
究
で
は
、
単

年
度
の
宗
門
改
帳
の
分
析
し
か
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
大
柴
は
一
八
世

紀
中
期
の
三
年
分
の
宗
門
改
帳
を
分
析
し
た
だ
け
で
あ
る
。
塩
野
は
一
八

世
紀
前
期
か
ら
幕
末
ま
で
の
四
九
冊
の
宗
門
改
帳
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
一
八
世
紀
前
期
の
二
冊
だ
け
に
限
定
し
て
分
析
し
て
い
る
。
塩
野

は
「
単
に
一
年
間
く
ら
い
の
宗
門
人
別
帳
の
分
析
に
よ
り
（
い
わ
ゆ
る
）

半
檀
家
論
を
論
じ
る
の
は
か
な
り
危
険
な
の
で
は
な
い
か
」
（
塩
野
一

九
七
六
）
と
単
年
度
の
分
析
に
対
す
る
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
恥
半
檀
家
寺
檀
関
係
上
城
田
寺
村
宗
門
改
帳

森
本
一
彦
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さ
れ
る
と
と
も
に
、
世
帯
ご
と
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
半

檀
家
を
分
析
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。

上
城
田
寺
村
の
宗
門
改
帳
は
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
～
明
治
二
年

半
檀
家
研
究
で
は
、
嫁
な
ど
の
婚
入
者
が
生
家
の
檀
那
寺
を
持
ち
込
む

の
か
と
い
う
点
が
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
先
行
研
究
で
は
近
世
前
期
の
事

例
で
嫁
が
檀
那
寺
を
異
に
し
て
お
れ
ば
そ
れ
は
妻
が
檀
那
寺
を
持
ち
込
ん

だ
も
の
と
し
て
判
断
し
て
い
る
。
し
か
し
、
嫁
な
ど
の
入
家
者
の
移
動
前

の
檀
那
寺
が
何
で
あ
っ
た
か
は
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

筆
者
は
、
す
で
に
宗
門
改
帳
の
長
期
的
分
析
と
寺
檀
争
論
の
分
析
を
お

こ
な
っ
て
き
た
（
森
本
二
○
○
二
ａ
、
二
○
○
二
ｂ
、
二
○
○
二
Ｃ
、

二
○
○
四
、
近
刊
な
ど
）
。
そ
れ
ら
の
論
考
か
ら
持
込
み
半
檀
家
か
ら
家

（
１
）

付
き
半
檀
家
、
そ
し
て
一
家
一
寺
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
提
示
し
た
。
そ

し
て
そ
の
変
化
に
は
宗
門
改
制
度
の
事
務
的
問
題
が
か
か
わ
っ
て
い
た
こ

と
を
主
張
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
筆
者
の
研
究
を
踏
ま
え
て
先
行
研
究

で
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
長
期
の
宗
門
改
帳
の
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
に

す
る
。

二
宗
門
改
帳
と
檀
那
寺

上城田寺 一覧 （
一
八
六
九
）
の
三
七
年
間
分
が
現
存
し
て
い
る
。
最
も
古
い
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
の
宗
門
改
帳
は
、
一
冊
に
村
人
全
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
次
に
古
い
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
宗
門
改
帳
は
、
禅
宗
と

帳
は
、
禅
宗
と

西
本
願
寺
宗
の

宗
派
別
に
二
冊

が
作
成
さ
れ
て

い
る
。
「
安
永

五
酉
年
致
仰

付
候
、
一
宗
旨

限
り
別
帳
仕
、

弐
冊
都
合
村
方

家
数
・
人
別
・

高
書
面
之
、
少

茂
相
違
無
御
座

候
、
此
外
帳
面

二
洩
候
も
の
壱

人
茂
無
御
座

（
３
）

候
」
と
あ
り
、

安
永
五
年
（
一

七
七
六
）
に
宗

派
毎
に
別
帳
に

す
る
こ
と
が
命

じ
ら
れ
て
い
る
。
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記号 寺 宗派 国 郡 村 本山

A 常国寺 禅宗 美濃 方県 上城田寺 京都妙心寺

B 専教寺 西本願寺 美濃 方県 上城田寺 越中国婦負郡八尾村関名寺

C 大龍寺 禅宗 美濃 方県 東粟野 京都妙心寺

， 崇福寺 禅宗 美濃 方県 長良中福光 京都妙心寺

E 法光寺 西本願寺 美濃 方県 鷺山 美濃国厚見郡岐阜願誓寺

F 法勝寺 西本願寺 美濃 方県 下城田寺 越中国婦負郡八尾村関名寺

G 安養寺 西本願寺 美濃 方県 下土居 越中国婦負郡八尾村関名寺

H 円成寺 禅宗 美濃 方県 洞 信州松本金久院

I 光順寺 西本願寺 美濃 方県 黒野 西本願寺



上
城
田
寺
村
で
も
、
こ
れ
以
降
宗
派
別
の
宗
門
改
帳
が
作
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
以
外
は
、
浄
土
真
宗
と
禅
宗
の
二
冊

の
宗
門
改
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

に
つ
い
て
は
、
禅
宗
の
宗
門
改
帳
は
残
存
す
る
が
、
西
本
願
寺
の
も
の
は

残
存
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
分
は
分
析

か
ら
は
ず
し
た
。

図1上城田寺村周辺の村々

半
檀
家
は
宗
門
改
帳
に
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
宗
門
改
帳
に
は
、
一
○
軒
の
半
檀
家
が
記
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
壱
軒
家
主
総
七

惣
七
五
拾
七
歳
旦
那
寺
専
教
寺

打
越
村
方
参
候
西
本
願
寺
宗
美
濃
国
方
県
郡
鷺
山
村

女
房
四
拾
七
歳
旦
那
寺
法
光
寺

当
村
之
も
の

母
七
拾
壱
歳
同
断
同
寺

男
子
惣
助
参
拾
歳
旦
那
寺
専
教
寺

下
城
田
寺
村
方
参
候

卿
弐
拾
歳
同
断
同
寺

〆
五
人
内
裁
秘
娚

宗
門
改
帳
に
は
寺
檀
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
上
城
田
寺
村
の
宗
門

（
４
）

改
帳
に
九
ヶ
寺
の
檀
那
寺
が
登
場
す
る
（
表
１
）
。
宗
派
別
に
は
、
西
本

願
寺
宗
が
五
ヶ
寺
、
禅
宗
が
四
ヶ
寺
で
あ
る
。
西
本
願
寺
宗
の
專
教
寺
と

禅
宗
の
常
国
寺
の
二
ヶ
寺
は
上
城
田
寺
村
の
寺
院
で
あ
る
が
、
他
の
七
ヶ

寺
は
村
外
の
寺
院
で
あ
る
。
村
外
の
寺
院
と
し
て
は
、
東
粟
野
・
長
良
中

福
光
・
鷺
山
・
下
城
田
寺
・
下
土
居
・
洞
・
黒
野
の
各
村
に
分
布
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
上
城
田
寺
村
の
近
隣
の
村
々
で
あ
る
（
図
１
）
。

三
宗
門
改
帳
に
記
さ
れ
た
半
檀
家
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一
家
壱
軒
家
主
留
右
衛
門
印

留
右
衛
門
弐
拾
八
歳
旦
那
寺
専
教
寺

男
子
満
作
七
歳
同
断
同
寺

下
男
茂
吉
弐
拾
六
歳
同
断
同
寺

下
女
か
や
七
拾
歳
同
断
同
寺

〆
四
人
内
葎
払
娚

壱
人
者

但
シ
家
内
六
人
之
内
女
房
祖
母
弐
人
者

禅
宗
別
帳
二
御
座
候

（
禅
宗
宗
門
改
帳
）

留
右
衛
門
家
内
印

留
右
衛
門
祖
母
七
拾
五
歳
旦
那
寺
常
国
寺

同
人
女
房
弐
拾
八
歳
同
断
同
寺

〆
弐
人
女

と
あ
る
。
家
主
で
あ
る
留
右
衛
門
・
男
子
の
満
作
・
下
人
の
茂
吉
・
下
女

の
か
や
は
西
本
願
寺
の
宗
門
改
帳
に
記
さ
れ
、
祖
母
と
女
房
は
禅
宗
の
宗

門
改
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
世
帯
で
あ
り
な
が
ら
、
二
冊
の
宗
門
改

（
５
）

と
あ
る
。
こ
の
世
帯
で
は
、
家
主
で
あ
る
惣
七
・
男
子
の
惣
助
・
嫁
（
Ⅱ

嫁
）
の
檀
那
寺
は
上
城
田
寺
村
の
西
本
願
寺
宗
專
教
寺
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
母
・
女
房
の
檀
那
寺
は
鷺
山
村
の
禅
宗
法
光
寺
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
世
帯
単
位
で
み
る
と
二
ヶ
寺
と
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ

る
○

寛
政
一
○
年
（
一
七
九
八
）

（
西
本
願
寺
宗
門
改
帳
）

の
宗
門
改
帳
に
お
い
て
は
、

上
城
田
寺
村
の
半
檀
家
は
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

上
城
田
寺
村
に
お
け
る
半
檀
家
の
変
化
を
示
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。

表
２
の
割
合
は
半
檀
家
の
割
合
を
示
し
て
い
る
が
、
総
戸
数
に
対
す
る
半

檀
家
の
割
合
と
し
た
。
た
だ
し
、
単
身
者
は
半
檀
家
に
な
り
得
な
い
の
で
、

総
戸
数
か
ら
単
身
者
数
を
引
い
た
も
の
を
分
母
と
し
た
。
本
来
は
、
移
動

が
お
こ
る
前
の
檀
那
寺
が
異
な
っ
た
ケ
ー
ス
の
み
を
分
母
と
す
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
宗
門
改
帳
の
記
載
か
ら
移
動
が
お
こ
る
前
の
檀
那
寺
を
知

る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
、
不
十
分
で
あ
る
が
、
総
戸
数
（
単
身

者
を
除
く
）
に
対
す
る
半
檀
家
の
割
合
を
算
出
す
る
こ
と
に
す
る
。

図
２
は
、
半
檀
家
の
割
合
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ

フ
を
み
れ
ば
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
は
総
戸
数
八
二
軒
（
単
身
者
八

軒
）
に
対
し
て
半
檀
家
が
一
○
軒
で
、
半
檀
家
の
割
合
は
一
二
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
二
は
総
戸
数
七
五
軒
（
単
身
者

一
七
軒
）
に
対
し
て
半
檀
家
が
五
軒
で
、
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

寛
政
一
○
年
（
一
七
九
八
）
に
は
、
総
戸
数
七
五
軒
（
単
身
者
一
五
軒
）

に
対
し
て
半
檀
家
が
三
軒
で
五
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
減
少
す
る
。
こ
れ

帳
に
分
筆
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
安
永
五
年
（
一
七
七

六
）
に
宗
派
別
の
宗
門
改
帳
を
作
成
す
る
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
安
永
九
年
（
一
七
八
○
）
に
は
夫
婦
同
宗
が
命
じ
ら
れ
た
が
、

そ
れ
以
降
も
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
半
檀
家
は
記
録
さ
れ
続
け
る
。

四
半
檀
家
の
変
遷
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元
ロ
言 西暦 総戸数 単身者 半檀家 割合 元 号 西暦 総戸数 単身者 半檀家 割合

明和6 1769 82 8 10 12 ，
命一 天保元 30

寛政3 1791 75 17 5 8．6 2 31 84 17 2 3.0

4 92 3 32 83 17 2 3.0

F

D 93 4 33 81 15 4 6.1

6 94 5 34 80 13 4 6.0

7 95 6 35 80 14 4 6．1

8 96 7 36 82 14 4 5．9

9 97 8 37 82 13 4 5．6

10 98 75 15 3 5．0 9 38

11 99 10 39

12 1800 11 40

享和元 01 12 41

2 02 13 42

3 03 14 43 82 10 5 6．9

文化元 04 弘化元 44 81 l(） 4 5．6

2 05 2 45

3 ()6 3 46

4 07 71 12 3 5．1 4 47 81 11 4 5.7

5 08 嘉永元 48 81 12 4 5.8

6 09 2 49 81 12 4 5.8

7 10 3 50 84 14 3 4．3

8 11 4 51 83 13 3 4．3

9 12 5 52 84 15 3 4．3

10 13 6 53 84 14 3 4．3

11 14 安政元 54 83 11 3 4.2

12 15 2 55 83 13 3 4.3

13 16 3 56 81 11 3 4.3

14 17 4 57 81 12 3 4.3

文政元 18 5 58 82 12 3 4.3

2 19 6 59 82 13 3 4．3

3 20 万延元 60 82 14 3 4．4

4 21 75 15 2 3.3 文久元 61 83 13 3 4．2

5 22 2 62 82 11 3 4．2

6 23 75 15 2 3.3 3 63 82 14 3 4．4

7 24 元治元 64

8 25 78 15 2 3．2 慶応元 65 82 14 3 4.4

9 26 2 66

10 27 3 67 84 15 3 4．3

11 28 明治元 68

12 29 2 69 81 14 3 4．5
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表3上城田寺村の半檀家と持高

以
降
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
ま
で
三
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
間
で
変
動
し
て
い
る
。
し
か
し
、
寛

政
一
○
年
（
一
七
九
八
）
か
ら
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

ま
で
の
間
の
変
動
は
一
見
大
き
く
み
え
る
が
、
半
檀
家
の

実
数
は
二
軒
か
ら
五
軒
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
の
一
○
軒
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
二
の

五
軒
と
比
べ
れ
ば
、
右
肩
下
が
り
で
あ
り
、
半
檀
家
は
減

少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
半
檀
家
は
近

世
中
期
以
前
の
社
会
構
造
を
背
景
に
し
て
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

半
檀
家
は
ど
の
よ
う
な
階
層
に
お
い
て
み
ら
れ
る
慣
行

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
限
ら
れ
た
階
層
に
お
け
る
慣
行

（
６
）

で
あ
っ
た
と
い
っ
た
主
張
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
に
お

い
て
は
半
檀
家
と
持
高
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
慣
行
が
ど
の
よ
う
な
層
に
保
持
さ
れ
て
い
た
か
を
み

て
い
く
。

上
城
田
寺
村
に
お
け
る
半
檀
家
の
割
合
は
、
幕
末
に
向

か
っ
て
減
少
し
て
い
っ
た
（
図
２
）
。
寛
政
三
年
（
一
七

九
二
以
降
の
年
毎
の
半
檀
家
数
は
二
～
五
軒
で
あ
る
。

図
３
は
半
檀
家
を
経
験
し
た
世
帯
が
、
観
察
期
間
中
に
半

五
半
檀
家
と
階
層

-41-

寛政3(1791)

総数 半檀家

文政4(1821)

総数 半檀家

天保2(1831)

総数 半檀家

天保14(1843)

総数 半檀家

嘉永4(1851)

総数 半檀家

文久元(1861)

総数 半檀家

慶応3(1867)

総数 半檀家

0 15 1 4 1 2 3 3 3

0～5 30 2 35 1 34 1 37 4 38 3 38 3 42 3

5～10 12 18 25 1 21 1 21 28 25

10～15 7 1 8 13 14 14 5 5

15～20 4 3 5 3 3 4
r＝

、

20～25 3 2 1 2 4 3

25～30 1 3 2 2

30～35 2 3 3 1 1

35～40 1

40～45

45～50

50～55

55～60 1

60～65 1 1

65～70 2 1

合計 75 5 75 2 83 2 82
rー

｡ 84 3 83 3 84 3



檀
家
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
特
定
の
世

帯
だ
け
が
半
檀
家
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
半
檀
家
が
特

定
の
世
帯
に
限
定
さ
れ
た
慣
行
で
な
い
と
言
え
る
。

表
３
は
上
城
田
寺
村
の
持
高
を
表
し
て
い
る
。
持
高
の
分
か
る
年
の
う

ち
、
そ
の
間
隔
が
ほ
ぼ
一
○
年
に
な
る
年
を
選
ん
だ
。
明
和
六
年
（
一
七

六
九
）
に
つ
い
て
は
、
持
高
の
記
載
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
寛
政
一
○
年

（
一
七
九
八
）
と
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
に
つ
い
て
も
持
高
の
記
載
が

な
か
っ
た
た
め
に
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
二
か
ら
文
政
四
年
（
一
八
二

一
）
は
三
○
年
の
間
隔
が
あ
る
。
そ
の
後
は
、
資
料
残
存
状
況
と
の
関
係

か
ら
ほ
ぼ
一
○
年
間
隔
に
な
る
よ
う
に
作
成
し
た
。

上
城
田
寺
村
の
持
高
を
み
る
と
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
二
に
は
、
六

五
石
以
上
の
世
帯
が
二
軒
あ
り
、
無
高
も
一
五
軒
あ
る
。
そ
れ
が
、
文
政

四
年
（
一
八
二
一
）
に
な
る
と
、
六
五
石
以
上
で
あ
っ
た
世
帯
が
石
高
を

減
ら
す
。
六
○
石
か
ら
六
五
石
の
世
帯
が
一
軒
と
五
五
石
か
ら
六
○
石
の

世
帯
が
一
軒
と
な
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
無
高
は
四
軒
と
減
少
す
る
。
さ

ら
に
、
天
保
二
年
（
一
八
三
二
に
な
る
と
、
六
○
石
以
上
の
持
高
を
示

す
世
帯
は
な
く
な
り
、
三
○
石
か
ら
三
五
石
の
世
帯
が
二
軒
で
上
城
田
寺

村
の
最
高
持
高
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
持
高
の
分
散
の
変
化
は
あ
る

も
の
の
、
持
高
の
高
い
層
と
低
い
層
が
減
少
す
る
傾
向
を
と
る
。
そ
し
て
、

高
い
持
高
の
世
帯
は
持
高
を
減
ら
し
、
全
体
的
に
は
平
準
化
の
傾
向
を
示

す
。

そ
れ
で
は
半
檀
家
と
持
高
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

寛
政
三
年
（
一
七
九
二
に
お
い
て
は
、
六
五
石
以
上
の
世
帯
一
軒
が
半

檀
家
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
一
○
石
か
ら
一
五
石
が
一
軒
、
五
石
未
満
が

二
軒
、
無
高
が
一
軒
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
半
檀
家
と
な
っ
た

世
帯
は
複
数
の
檀
那
寺
と
の
付
き
合
い
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、

（
７
）

経
済
力
が
あ
る
世
帯
で
み
ら
れ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
経
済
的
に
低

い
層
で
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
寛
政

三
年
（
一
七
九
一
）
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
低
い
層
に
お
い

て
み
ら
れ
る
。
持
高
が
各
層
に
わ
た
る
事
か
ら
考
え
れ
ば
、
半
檀
家
が
特

定
の
層
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
広
く
お
こ
な
わ
れ
た
慣
行
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
以
降
に
は
、
一

○
石
未
満
に
し
か
半
檀
家
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。

無
高
の
場
合
で
も
半
檀
家
に
な
る
事
例
が
あ
る
。
寛
政
三
年
（
一
七
九

二
に
半
檀
家
で
あ
っ
た
無
高
の
事
例
⑦
は
、
寛
政
一
○
年
に
も
半
檀
家

と
し
て
登
場
し
、
文
化
四
年
（
一
八
二
二
に
は
単
身
者
と
な
り
、
そ
の

後
は
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
無
高
の
事
例
⑦
が
、
も
と
か
ら
無
高
で

あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
上
城
田
寺
村
に
お
い
て
広
範
囲

な
階
層
に
お
け
る
半
檀
家
の
広
が
り
を
考
え
る
に
は
十
分
な
事
例
と
言
え

、
ｒ
《
シ
『
ノ
○

以
上
で
は
、
上
城
田
寺
村
に
お
け
る
半
檀
家
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た

の
か
を
み
て
き
た
。
し
か
し
、
数
量
的
な
傾
向
を
み
た
だ
け
で
は
半
檀
家

に
対
す
る
理
解
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
半
檀
家
の
世
帯
構
成
な

六
半
檀
家
の
世
帯
構
成

－42－



（
｜
）
分
析
方
針

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
は
次
の
宗
門
改
帳
残
存
年
で
あ
る
寛
政
三
年

（
一
七
九
二
ま
で
二
二
年
間
あ
い
て
い
る
の
で
、
系
譜
上
の
関
係
性
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
明
和
六
年
（
一
七
六

九
）
と
寛
政
三
年
（
一
七
九
二
以
降
は
独
立
し
て
分
析
を
す
る
。

分
析
上
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
続
柄
は
戸
主
か
ら
み
た
呼
称
で

記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
続
柄
の
名
称
か
ら
だ
け
で
は
そ
の
関
係
が
判
明

し
な
い
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
戸
主
が
婿
養
子
と
し
て
婚
入
し
た
場
合

に
も
、
妻
は
「
女
房
」
と
記
載
さ
れ
、
義
父
は
「
父
」
、
義
母
は
「
母
」

と
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
戸
主
が
婿
養
子
で
あ
る
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
の
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
事
例
を
み
る
必
要
が
あ
る
。

半
檀
家
の
分
析
で
は
、
世
帯
ま
る
ご
と
を
分
析
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
が
、
二
者
関
係
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
つ
の
世
帯
は
、

夫
婦
関
係
・
親
子
関
係
・
兄
弟
関
係
な
ど
複
数
の
関
係
を
含
ん
で
い
る
。

半
檀
家
を
分
析
す
る
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
関
係
を
別
々
に
分
析
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
時
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
夫
婦
関
係
で
あ
る
。
夫
婦
関
係
は
、
異

な
る
二
つ
の
家
族
あ
る
い
は
親
族
の
所
属
員
が
結
婚
す
る
こ
と
に
よ
り
成

立
す
る
。
そ
の
た
め
、
結
婚
す
る
以
前
の
檀
那
寺
が
夫
婦
で
異
な
る
可
能

性
が
高
い
。
結
果
と
し
て
、
夫
婦
で
檀
那
寺
を
異
に
す
る
半
檀
家
が
現
出

す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
家
を
異
に
す
る
養
子

ど
具
体
的
な
内
容
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

も
同
様
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
親
子
関
係
で
は
、
異
な
る
親
の
檀
那
寺
を
ど
の
よ
う
に

継
承
し
て
い
く
か
が
問
題
で
あ
る
。
寺
檀
制
度
に
お
い
て
は
出
生
時
に
檀

那
寺
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
は
両
親
の
ど
ち
ら
か
の
檀
那
寺
と
な
る
こ
と
が

多
い
こ
と
か
ら
、
檀
那
寺
の
決
定
は
継
承
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
出

生
時
の
檀
那
寺
が
一
生
変
更
さ
れ
な
い
か
と
言
え
ば
、
そ
う
と
も
言
え
な

い
。
個
人
の
所
属
の
変
更
に
よ
っ
て
檀
那
寺
も
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
例
え
ば
、
結
婚
・
養
子
な
ど
に
よ
る
移
動
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
一

家
一
寺
制
に
お
い
て
は
、
結
婚
・
養
子
に
よ
っ
て
移
動
先
の
家
の
檀
那
寺

に
替
え
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

兄
弟
関
係
に
つ
い
て
は
、
親
子
関
係
の
発
現
の
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

親
子
関
係
と
兄
弟
関
係
は
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
お
り
、
別
の
角
度
か
ら

の
表
現
と
言
え
よ
う
。

以
下
で
は
二
者
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
分
析
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す

プ
（
》
○

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
お
い
て
、
半
檀
家
で
あ
っ
た
家
は
一
○
軒

で
あ
っ
た
。
単
年
度
で
あ
る
の
で
分
析
が
不
十
分
と
な
る
が
、
寛
政
三
年

（
一
七
九
一
）
以
降
と
の
比
較
の
意
味
で
事
例
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

す
る
。明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
お
い
て
、
夫
婦
で
檀
那
寺
を
異
に
す
る
事

例
は
半
檀
家
で
あ
っ
た
一
○
事
例
の
う
ち
七
事
例
で
あ
る
。
半
檀
家
が
結

三
）
明
和
六
年
の
事
例

－43－



明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
半
檀
家
※
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
表
１
の
寺
院
を
示
す
。

〔
事
例
Ａ
〕
〔
事
例
Ｅ
〕

一
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ご

父
Ｄ

一
か
ひ
つ
（
Ｕ
－

ｎ
ｌ
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
↑
『
」
〒
川
‐
ｌ
‐
も
ん
り

》
祁
叩
一
磯
之
助
Ｄ

一
栂
坦

藤
左
衛
門
Ａ

〔
事
例
Ｂ
〕

源
蔵
Ａ

〔
事
例
Ｆ
〕

－
８
０
１
０
０
一

一
惣
七
Ｂ

－
Ⅷ
Ⅷ
判
‐
‐
‐
‐
‐

－
０
０

一
女
房
旦
‐
‐

一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
ｐ
ｂ
ｇ
－
一
一
栂
嬰

一
惣
助
Ｂ

Ｔ
川
川
‐

〔
事
一
‐
‐

彗
部
苧
事
例
下
半
〆

す
え
Ｂ

一
小
松
Ｈ

赤
川
川
‐

〔
事
例
Ｄ
〕

母
Ｈ

》
０
０

－
女
房
Ｂ
一

一
作
之
助
Ａ
〔
事
例
Ｈ
〕
ｒ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
一

一
Ⅷ
仰
訓
抑
‐
‐
‐
‐
‐
‐

一

０
１拝

栂
哩

一
又
五
郎
Ｈ

－
Ｉ
１
ｌ
ｌ

さ
つ
（
嬢
）
Ｂ
「
‐一
母
Ｂ
一
ゞ
’

一
さ
ん
Ｈ

手
川
Ⅱ
判
‐

〔
事
例
Ｄ
〕

一
女
房
Ｂ
一

孫
太
郎
Ｇ
｜
‐
‐
‐
‐
’
１
‐
‐
ゞ

蓬
荊
愛
事
例
下
“
吉
・

』
諦
恥
一
一
一
Ｎ
定
六
Ｂ

一 一一 一 一

母
Ｂ

一一一 一一
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
日
■
日
ｈ
０
ｈ
Ｐ
－

婚
と
い
う
生
家
を
異
に
す
る
者
同
士
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
発
生
す
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
配
偶
者
が
い
な
い
場
合
で
も
子
ど
も
と
の
関
係
を
考
え
る
こ
と

に
よ
り
夫
婦
関
係
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
例
も
あ
る
。
配
偶
者
が

い
な
い
事
例
は
六
事
例
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
配
偶
者
が
い
な
い
女
性

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
子
ど
も
と
の
関
係
（
母
子
関
係
）

を
み
る
と
、
母
親
と
子
ど
も
の
檀
那
寺
が
違
う
事
例
は
、
六
事
例
の
う
ち

四
事
例
で
あ
る
。
そ
の
四
事
例
の
う
ち
子
ど
も
が
男
女
と
も
い
る
世
帯
が

一
事
例
（
事
例
Ｄ
）
で
あ
る
。
そ
の
他
は
、
男
子
が
一
人
し
か
い
な
い
世

帯
で
あ
る
。
母
親
と
子
ど
も
の
檀
那
寺
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も

が
父
親
の
檀
那
寺
を
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
男
女
の
子
ど
も
の
い
る

事
例
で
は
、
男
女
と
も
母
親
と
は
違
う
檀
那
寺
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
父
親
の
檀
那
寺
が
男
女
を
問
わ
ず
、
子
ど
も
に
継
承
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
す
べ
て
の
檀
那
寺
の
継
承
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
兄
弟
関
係
を
み
る
こ
と
か
ら
考
察
で
き
よ
う
。

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
お
け
る
半
檀
家
の
世
帯
に
お
い
て
男
女
の
両

方
を
含
む
兄
弟
関
係
が
分
か
る
の
は
三
事
例
で
あ
る
。
二
事
例
は
男
女
と

も
檀
那
寺
が
同
じ
事
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
事
例
は
姉
と
弟
で
檀
那
寺

が
違
う
事
例
（
事
例
Ａ
）
で
あ
る
。
姉
弟
で
檀
那
寺
が
違
う
こ
と
は
、
親

（
８
）

か
ら
の
継
承
が
男
女
に
よ
っ
て
違
う
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
こ
の
事

例
で
は
親
が
い
な
い
こ
と
か
ら
ど
う
継
承
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
明

和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
事
例
で
は
、
「
嬢
」
と
い
う
続
柄
が
み
ら
れ
る
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寛
政
三
年
二
七
九
二
以
降
の
半
檀
家
※
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
表
１
の
寺
院
を
示
す
。
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〔
事
例
⑨
〕

重
右
衛
門
？

（
事
例
Ｄ
）
が
、
他
の
世
帯
員
と
の
関
係
が
分
か
ら
な
い
の
で
こ
こ
で
は

分
析
の
対
象
に
は
し
な
か
っ
た
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
お
い
て
は
、

嫁
が
檀
那
寺
を
異
に
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。

（
三
）
寛
政
三
年
以
降
の
事
例

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
つ
い
て
は
、
単
年
度
の
た
め
詳
細
に
つ
い

て
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
以
降
の
事
例
を
み
る

こ
と
に
す
る
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
二
以
降
で
半
檀
家
が
み
ら
れ
る
の

は
、
の
べ
二
事
例
で
あ
る
。
事
例
①
～
⑨
で
あ
る
が
、
半
檀
家
の
分
家

に
つ
い
て
は
本
家
と
別
事
例
と
し
て
扱
っ
た
。
つ
ま
り
、
事
例
③
分
家
、

事
例
⑧
分
家
Ａ
、
事
例
⑧
分
家
Ｂ
は
本
家
と
一
緒
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、

世
帯
と
し
て
は
別
世
帯
で
あ
る
の
で
、
半
檀
家
と
し
て
も
別
事
例
と
し
て

い
る
。こ

の
二
事
例
を
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
と
同
様
に
夫
婦
関
係
・
親

子
関
係
・
兄
弟
関
係
な
ど
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
九
○
年
間

に
お
よ
ぶ
デ
ー
タ
で
あ
る
た
め
に
複
数
世
代
に
わ
た
っ
て
世
帯
を
復
元
で

’
十
ｌ
‐
ｌ
’
た
一
利
、
‐
‐
庄

浅
五
郎
Ｄ

坪
作
治
㈱

と
よ
り

重
治
郎
Ｄ
」一女

一
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
ｑ
凸
■
▽
■
り

い
よ
り

き
る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
系
譜
的
に
世
帯
を
復
元
し
た
の
で

あ
っ
て
、
あ
る
年
に
そ
の
よ
う
な
世
帯
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
は
な
い
。
当
然
一
世
帯
に
複
数
の
夫
婦
関
係
・
親
子
関
係
・
兄
弟

関
係
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
檀
那
寺
を
異
に
す
る
関
係
が

複
数
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

檀
那
寺
を
異
に
す
る
夫
婦
は
二
組
あ
る
。
檀
那
寺
を
異
に
す
る
夫
婦

を
二
組
含
む
世
帯
は
一
事
例
（
事
例
④
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、

上
城
田
寺
村
の
半
檀
家
の
一
般
的
傾
向
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
配
偶
者
が
お

ら
ず
親
子
で
檀
那
寺
が
異
な
る
事
例
は
、
三
事
例
み
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち

二
事
例
は
、
夫
が
い
な
い
事
例
で
、
母
親
と
子
ど
も
の
檀
那
寺
が
異
な
る

事
例
（
事
例
③
、
事
例
④
）
で
あ
る
。
他
の
一
事
例
（
事
例
③
分
家
）
は
、

父
親
と
娘
二
人
の
世
帯
で
あ
る
が
、
父
親
と
長
女
は
檀
那
寺
が
同
じ
で
あ

る
が
、
次
女
は
檀
那
寺
が
異
な
っ
て
い
る
。

次
に
親
子
関
係
・
兄
弟
関
係
を
み
て
み
る
。
親
子
で
檀
那
寺
が
異
な
る

事
例
、
あ
る
い
は
兄
弟
で
檀
那
寺
が
異
な
る
事
例
を
み
て
み
る
。
事
例
①

は
姉
弟
で
檀
那
寺
が
違
う
が
、
両
親
が
分
か
ら
な
い
。
こ
の
事
例
は
明
和

六
年
（
一
七
六
九
）
の
事
例
Ａ
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例

で
は
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
か
が
判
断
で
き
な
い
。
そ
こ
で
檀
那
寺
が

異
な
る
夫
婦
に
お
い
て
子
ど
も
が
夫
婦
の
ど
ち
ら
の
檀
那
寺
を
継
承
し
て

い
る
か
を
み
る
。
檀
那
寺
が
異
な
っ
た
夫
婦
は
一
二
組
あ
り
、
そ
の
う
ち

子
ど
も
が
い
る
夫
婦
は
一
○
組
あ
っ
た
。
一
○
組
の
夫
婦
の
う
ち
子
ど
も

が
父
親
の
檀
那
寺
を
継
承
し
た
の
は
七
組
で
あ
る
。
た
だ
し
、
父
親
の
檀

那
寺
を
継
承
し
た
七
組
の
う
ち
男
子
し
か
い
な
い
も
の
が
四
組
で
、
男
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子
・
女
子
と
も
に
い
る
も
の
が
三
組
で
あ
る
。

父
親
の
檀
那
寺
を
継
承
し
な
か
っ
た
の
は
三
組
あ
っ
た
。
事
例
⑥
は
、

母
親
の
檀
那
寺
を
継
承
し
て
い
る
。
し
か
し
、
娘
し
か
い
な
い
た
め
、
性

別
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
の
か
、
父
親
が
婿
で
あ
っ
た
の
か
判
断
で
き
な

い
。
事
例
③
分
家
の
久
右
衛
門
・
ま
ん
夫
婦
は
男
子
一
人
・
女
子
二
人
で

あ
る
。
男
子
は
父
親
の
檀
那
寺
と
同
じ
で
あ
り
、
女
子
は
母
親
の
檀
那
寺

と
同
じ
で
あ
る
。
久
右
衛
門
は
婿
で
あ
り
、
生
家
で
の
檀
那
寺
は
専
教
寺

（
Ｂ
）
で
あ
っ
た
。
婚
入
し
た
時
に
安
養
寺
（
Ｇ
）
に
変
更
し
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
久
右
衛
門
が
生
家
の
檀
那
寺
を
持
ち
込
ん
だ
わ
け
で
は
な

い
。
ま
た
、
母
親
の
ま
ん
が
専
教
寺
（
Ｂ
）
を
檀
那
寺
と
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
そ
の
姉
き
ん
は
檀
那
寺
を
安
養
寺
（
Ｇ
）
と
し
て
い
る
。
久
右

衛
門
夫
婦
だ
け
を
み
る
と
、
性
別
に
よ
っ
て
檀
那
寺
が
決
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
が
、
実
際
は
性
別
に
関
係
な
く
檀
那
寺
を
分
配
し
て
い
た

と
言
え
る
。

そ
の
こ
と
は
事
例
③
の
孫
助
夫
婦
を
み
る
と
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。
孫

助
夫
婦
は
男
子
二
人
・
女
子
一
人
で
あ
る
。
こ
の
夫
婦
の
場
合
、
男
子
が

父
親
の
檀
那
寺
と
同
じ
で
、
女
子
が
母
親
の
檀
那
寺
と
同
じ
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
だ
け
み
れ
ば
性
別
に
よ
る
継
承
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
女
子

す
み
の
檀
那
寺
は
寛
政
一
○
年
（
一
七
九
八
）
に
專
教
寺
（
Ｂ
）
か
ら
安

養
寺
（
Ｇ
）
に
変
更
さ
れ
、
父
親
と
同
じ
に
な
り
、
一
家
一
寺
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
男
子
の
半
助
の
檀
那
寺
も
文
政
四
年
（
一
八
二
二
に
は

安
養
寺
（
Ｇ
）
か
ら
専
教
寺
（
Ｂ
）
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
に
は

孫
吉
は
分
家
し
て
お
り
、
半
助
一
人
の
単
身
世
帯
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

半
檀
家
研
究
は
単
年
度
の
宗
門
改
帳
の
み
に
よ
っ
て
分
析
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
単
年
度
の
分
析
で
は
、
現
在
と
近
世
を
安
易
に
結
び

つ
け
て
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
稿

で
は
複
数
年
の
宗
門
改
帳
を
分
析
し
て
、
一
八
世
紀
後
半
の
半
檀
家
が
ど

の
よ
う
な
展
開
を
し
た
の
か
を
分
析
し
た
。

上
城
田
寺
村
の
半
檀
家
は
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
に
お
い
て
は
減
少
し

て
い
っ
た
。
近
世
社
会
が
半
檀
家
と
い
う
慣
行
を
排
除
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
半
檀
家
の
成
立
基
盤
は
、
少
な
く
と
も
近
世
中
期

以
前
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

次
に
先
行
研
究
で
は
半
檀
家
が
高
い
経
済
階
層
に
お
い
て
み
ら
れ
た
と

さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
持
高
を
階
層
の
指
標
と
し
て
半
檀
家
が
ど
の
階
層

檀
那
寺
の
変
更
は
な
ぜ
お
こ
な
わ
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
事
例
は
、
二
つ
の
檀
那
寺
が
世
帯
に
付
随
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
何
ら
か
の
理
由
で
関
係
を
持
っ
た
二
つ
の
檀
那
寺
を
世
帯
成
員
に
分

配
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
半
檀
家
で
あ
る
と
言
え
る
。

事
例
②
の
徳
八
の
妻
ま
さ
は
当
初
法
光
寺
（
Ｅ
）
を
檀
那
寺
と
し
て
い

た
が
、
分
家
後
に
は
専
教
寺
（
Ｂ
）
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
変
更
が
分
家

に
よ
る
も
の
か
、
子
ど
も
の
出
生
に
よ
る
も
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
婚

姻
当
初
だ
け
檀
那
寺
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
夫
の

檀
那
寺
と
同
じ
に
な
る
。

七
ま
と
め
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で
み
ら
れ
る
の
か
を
分
析
し
た
。
持
高
が
経
済
力
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
適
当
な
指
標
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
持
高

と
半
檀
家
の
関
係
を
中
心
に
分
析
を
試
み
た
。
上
城
田
寺
村
で
は
、
持
高

が
高
い
層
に
お
い
て
も
、
低
い
層
に
お
い
て
も
半
檀
家
が
み
ら
れ
た
。
さ

ら
に
無
高
に
お
い
て
も
半
檀
家
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
半
檀
家
は

特
定
の
階
層
に
限
定
さ
れ
た
慣
行
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
個
別
事
例
の

分
析
に
お
い
て
も
、
半
檀
家
は
特
定
の
世
帯
に
固
定
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
半
檀
家
は
、
よ
り
広
い
階
層
で
お
こ
な
わ
れ
た
慣
行
で
あ
っ
た
。

個
別
事
例
に
つ
い
て
夫
婦
関
係
・
親
子
関
係
・
兄
弟
関
係
の
二
者
関
係

を
中
心
に
し
て
分
析
を
し
た
。
こ
の
う
ち
夫
婦
関
係
に
お
い
て
檀
那
寺
を

異
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
妻
の
檀
那
寺
が
異
な
る
事
例
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
妻
の
生
家
で
の
檀
那
寺
が
不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
妻
が
檀
那
寺

を
持
ち
込
ん
だ
か
ど
う
か
は
推
測
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
、
夫

婦
の
檀
那
寺
が
異
な
る
場
合
に
は
、
子
ど
も
は
父
の
檀
那
寺
と
同
じ
で
あ

る
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
一
例
の
み
母
の
檀
那
寺

と
同
じ
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
上
城
田
寺
村
の
半
檀
家
の
事
例
は
、
婚
入
者

で
あ
る
妻
が
檀
那
寺
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
へ
の
継
承
を
伴

わ
な
い
事
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
婿
が
婚
入
と
と
も
に
、
生
家

の
檀
那
寺
を
変
更
す
る
が
、
そ
の
植
那
寺
は
妻
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
世
帯
の
上
位
世
代
に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
上
位
世
代
で
は
、
世
帯
員
が
途
中
で
檀
那
寺
を
変
更

し
て
お
り
、
二
つ
の
檀
那
寺
が
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例

は
、
世
帯
成
員
に
檀
那
寺
を
分
配
し
な
が
ら
二
つ
の
檀
那
寺
が
継
承
さ
れ

付
記

本
稿
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
創
成
的
基
礎
研
究
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
社
会

の
人
口
・
家
族
構
造
比
較
史
（
Ｅ
Ａ
Ｐ
）
」
（
代
表
速
水
融
）
に
よ
る
成

果
を
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
使
用
し
た
上
城
田
寺
の
古
文
書
は
河
田
家

文
書
（
岐
阜
市
城
田
寺
）
で
あ
る
が
、
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
Ｅ
Ａ
Ｐ
で
撮

影
し
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
内
の
Ｅ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
に

保
管
さ
れ
て
い
た
紙
焼
き
製
本
を
利
用
し
た
（
現
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
図
書
館
所
蔵
）
。
ま
た
、
デ
ー
タ
分
析
に
お
い
て
は
慶
應
大
学
速

水
融
研
究
室
で
作
成
さ
れ
た
基
礎
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
Ｂ
Ｄ
Ｓ
）
の
コ
ピ
ー

を
利
用
し
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
は
比
較
家
族
史
学
会
第
三
七
回
研
究
大
会
（
新
潟
大
学
）

て
き
た
事
例
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
例
を
筆
者
に
よ
る
美
濃
の
他
事
例
と
比
較
す
る
と
、
夫
婦

関
係
の
檀
那
寺
が
異
な
る
事
例
は
妻
の
生
家
か
ら
の
檀
那
寺
の
持
込
み
を

予
想
さ
せ
る
。
ま
た
、
妻
が
婚
入
当
初
だ
け
檀
那
寺
を
異
に
し
、
そ
の
後

に
夫
の
檀
那
寺
と
同
じ
に
な
っ
た
事
例
や
世
帯
で
檀
那
寺
を
分
配
す
る
事

例
は
生
家
の
檀
那
寺
の
持
込
み
か
ら
一
家
一
寺
へ
の
過
渡
的
段
階
を
予
想

さ
せ
る
。
し
か
し
、
上
城
田
寺
村
の
事
例
で
は
妻
の
婚
入
前
の
檀
那
寺
が

分
か
ら
な
い
の
で
推
測
の
域
を
で
な
い
が
、
単
年
度
の
宗
門
改
帳
の
分
析

に
よ
る
先
行
研
究
に
比
べ
れ
ば
、
近
世
の
半
檀
家
の
実
態
が
明
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
推
測
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
よ
る
別
稿
に
お

い
て
実
証
的
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
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に
お
い
て
の
口
頭
報
告
を
も
と
に
し
て
い
る
。
大
会
報
告
の
席
上
、
貴
重

な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
論
文
作
成
に
お
い
て
、
落
合
恵
美
子
先

生
（
京
都
大
学
）
か
ら
指
導
・
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
謝
意
を
表
す
。

《
汪（

１
）
拙
稿
（
森
本
近
刊
）
に
お
い
て
半
檀
家
の
分
類
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
親
子
関
係
を
中
心
と
し
た
類
型
（
性
別
型
・

単
系
型
・
非
性
別
型
・
非
親
子
型
）
と
と
も
に
、
入
家
者
に

よ
る
檀
那
寺
の
持
込
み
の
有
無
に
よ
っ
て
持
込
み
半
檀
家
・

家
付
き
半
檀
家
の
類
型
を
提
示
し
て
い
る
。

（
２
）
上
城
田
寺
村
は
、
現
在
の
岐
阜
市
の
北
部
に
位
置
し
て
お

り
、
西
に
伊
自
良
川
が
流
れ
て
い
る
。
村
の
北
に
は
城
ヶ
峰

が
そ
び
え
る
。
「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」
に
よ
れ
ば
、
村
高
は
六

七
二
石
八
斗
八
合
で
あ
っ
た
（
木
村
校
訂
一
九
九
五
）
。

（
３
）
「
寛
政
三
年
濃
州
方
縣
郡
上
城
田
寺
村
宗
門
改
帳
」
（
河
田

家
文
書
）

（
４
）
以
下
で
は
檀
那
寺
を
表
中
の
Ａ
～
Ｉ
の
記
号
で
示
す
。

（
５
）
家
を
「
直
系
的
系
譜
性
を
も
っ
て
永
続
的
に
存
在
し
て
い

こ
う
と
す
る
社
会
単
位
」
と
考
え
る
と
、
上
城
田
寺
村
の
宗

門
改
帳
の
記
載
単
位
で
あ
る
「
一
打
」
が
家
に
あ
た
る
か
ど

う
か
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
コ
打
」
は
血
族
と
姻
族

に
奉
公
人
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
農
業
を
生
業
と
し
て

参
考
文
献

遠
藤
孝
子
一
九
七
六
「
マ
ル
ダ
ン
カ
・
ハ
ン
ダ
ン
カ
・
ハ
カ
ダ

ン
カ
ー
神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
長
柄
の
事
例
」
「
社

会
伝
承
研
究
」
Ｖ

大
柴
弘
子
一
九
七
六
「
複
檀
家
と
『
家
」
ｌ
長
野
県
水
内
郡
と

新
潟
県
上
越
市
の
事
例
を
通
し
て
ｌ
」
「
社
会
伝
承
研

究
』
Ｖ

木
村
礎
校
訂
一
九
九
五
「
旧
高
旧
領
取
調
帳
中
部
編
』
東
京

い
る
の
で
世
帯
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
。
打
」
を
「
世
帯
」
と
呼
ぶ
。

（
６
）
前
田
安
紀
子
は
「
半
檀
家
の
家
は
、
ム
ラ
の
な
か
で
は
ご

く
一
部
で
あ
っ
て
草
分
け
な
ど
の
旧
家
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

半
檀
家
成
立
の
時
期
か
ら
考
え
て
も
、
う
な
ず
け
る
こ
と
で

あ
る
し
、
そ
の
よ
う
な
旧
家
で
な
け
れ
ば
、
二
寺
と
の
つ
き

あ
い
が
保
て
な
い
。
寺
と
し
て
も
よ
い
檀
家
は
手
離
し
た
く

な
い
、
な
ど
の
理
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
」
（
前
田
一
九

七
六
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
７
）
一
軒
で
二
ヶ
寺
と
関
係
を
持
つ
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
と

一
軒
分
の
付
き
合
い
を
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
半
分
し
か
付

き
合
い
を
し
な
い
場
合
も
あ
る
。

（
８
）
両
親
以
外
か
ら
の
檀
那
寺
の
継
承
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

例
え
ば
祖
父
母
か
ら
の
隔
世
継
承
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
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堂
出
版

桜
田
勝
徳
一
九
五
七
「
野
母
村
の
宗
旨
御
改
絵
踏
帳
か
ら
」

「
社
会
と
伝
承
」
一
’
六

上
智
大
学
史
学
会
史
学
研
究
会
編
一
九
六
八
「
東
上
総
の
社
会

と
文
化
Ｉ
千
葉
県
長
生
郡
総
合
調
査
』

杉
本
尚
雄
一
九
五
六
ａ
「
男
女
別
墓
制
な
ら
び
に
半
檀
家
に
つ

い
て
」
「
日
本
民
俗
学
」
一
’
四

一
九
五
六
ｂ
「
男
女
別
の
寺
檀
制
」
「
社
会
と
伝
承
」

一
’
二

野
口
武
徳
一
九
六
六
「
複
檀
家
制
と
夫
婦
別
・
親
子
別
墓
制
ｌ

日
本
の
親
族
研
究
へ
の
一
視
角
ｌ
」
「
成
城
文
芸
一
四

四
（
最
上
孝
敬
編
「
葬
送
墓
制
研
究
集
成
第
四
巻

墓
の
習
俗
』
名
著
出
版
一
九
七
九
所
収
）

原
田
敏
丸
一
九
五
七
「
男
女
別
の
寺
請
制
」
「
社
会
と
伝
承
』

一
’
三

福
田
ア
ジ
オ
一
九
七
六
「
近
世
寺
檀
制
度
の
成
立
と
複
檀
家
」

「
社
会
伝
承
研
究
」
Ｖ

’
一
九
八
三
「
近
世
前
期
美
濃
の
宗
門
改
帳
と
複
檀

家
」
「
社
会
伝
承
研
究
』
Ⅶ

’
二
○
○
四
「
寺
・
墓
・
先
祖
の
民
俗
学
』
大
河
書
房

前
田
安
紀
子
一
九
七
六
「
半
檀
家
・
位
牌
祭
祀
と
社
会
構
造
ｌ

研
究
会
の
活
動
を
通
し
て
」
「
社
会
伝
承
研
究
』
Ｖ

村
武
精
一
一
九
七
三
「
家
族
の
社
会
人
類
学
」
弘
文
堂

最
上
孝
敬
一
九
五
四
「
男
女
別
墓
制
な
ら
び
に
半
檀
家
の
こ

と
」
「
日
本
民
俗
学
』
一
’
二

森
本
一
彦
二
○
○
○
「
双
系
制
親
族
論
に
関
す
る
再
検
討
ｌ
モ

ラ
イ
マ
ッ
リ
・
ト
ウ
マ
イ
リ
を
中
心
と
し
て
」
「
国
際

日
本
研
究
』
創
刊
号

Ｉ
二
○
○
二
ａ
「
複
檀
家
制
の
社
会
背
景
と
展
開
ｌ
近

世
越
後
に
お
け
る
檀
諭
と
法
令
」
伊
藤
唯
真
編
「
宗

教
民
俗
論
の
展
開
と
課
題
」
法
蔵
館

‐
二
○
○
二
ｂ
「
近
世
に
お
け
る
複
檀
家
の
展
開
ｌ
美

濃
国
安
八
郡
小
泉
村
の
事
例
」
『
国
際
日
本
研
究
』
第

一
言
言

口
二
○
○
二
Ｃ
「
半
檀
家
に
み
る
「
家
」
の
歴
史
的
展

開
ｌ
宗
門
改
帳
の
数
量
的
分
析
」
総
合
研
究
大
学
院

大
学
博
士
論
文

’
二
○
○
四
「
失
わ
れ
た
女
性
の
継
承
権
Ｉ
近
世
の
半

檀
家
を
中
心
と
し
て
」
「
比
較
日
本
文
化
研
究
」
第
八

口
言近

刊
「
先
祖
祭
祀
と
女
性
Ｉ
半
檀
家
か
ら
一
家
一
寺

へ
」
落
合
恵
美
子
編
『
徳
川
日
本
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

ー
歴
史
人
口
学
と
歴
史
社
会
学
と
の
対
話
』
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房

吉
原
睦
一
九
九
五
「
男
女
別
複
檀
家
制
の
基
礎
的
研
究
ｌ
柏

市
周
辺
地
域
の
事
例
か
ら
ｌ
」
「
日
本
民
俗
学
』
二
○
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一

（
関
西
大
学
民
俗
学
・
歴
史
社
会
学
）
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